
年度事業報告について
（ 年 月 日より 年 月 日まで）

総会
（本部）

年度通常総会を開催 月 日（月）
（東北支部）

年度通常総会を開催 月 日（火）
（関東支部）

年度通常総会を開催 月 日（月）
（中部支部）

年度通常総会を開催 月 日（土）
（関西支部）

年度通常総会を開催 月 日（土）
（中国・四国支部）

年度通常総会を開催 月 日（土）
（九州支部）

年度通常総会を開催 月 日（土）

理事会及び常務理事会
・理事会 回開催
第 回理事会 年 月 日（月）
第 回理事会 年 月 日（金）
第 回理事会 年 月 日（土）
第 回理事会 年 月 日（金）

・常務理事会 回開催
第 回常務理事会 年 月 日（金）
第 回常務理事会 年 月 日（金）
第 回常務理事会 年 月 日（金）
第 回常務理事会 年 月 日（金）
第 回常務理事会 年 月 日（金）
第 回常務理事会 年 月 日（金）

都市住宅学会賞等の選考の実施
学会賞委員会により、論文賞、論説賞及び研究奨励賞、著作賞
の選考を実施
業績賞委員会により、業績賞の選考を実施

学会誌等の発行
・学会誌「都市住宅学」を 回発行

年春号（第 号） 年 月 日発行
年夏号（第 号） 年 月 日発行
年秋号（第 号） 年 月 日発行
年冬号（第 号） 年 月 日発行

第 回学術講演会の開催
・都市住宅学会第 回学術講演会を次のとおり開催
（１） 日時： 年 月 日（金）、 日（土）、 日（日）
（２） 場所：京都大学 芝蘭会館
（３） 内容：研究発表（ 題）、パネルディスカッション、ワー
クショップ、バス見学会、支部共催学生論文コンテスト博士部門
（ 題）

本部及び各支部等によるシンポジウム等の開催
（本部）
・公開市民フォーラム

年 月 日（月） 住宅金融公庫 すまい・るホール
「建築を取り巻く社会システムの再構築─安心・安全のまちづく
り─」

・総務企画委員会─公開シンポジウム
年 月 日（木） 住宅金融公庫 すまい・るホール

「中心市街地活性化のための事業・施策体系─実務と学際研究の
知見・成果を踏まえて─」

・総務企画委員会─ワークショップ
年 月 日（日） 京都大学 芝蘭会館

「高齢社会における福祉と居住政策─日韓の現状と課題」

（東北支部）
・講演会（共催）

年 月 日（金） 盛岡市アイスアリーナ 階会議室（参加
者： 名）

年度第 回 いわて住まいる講座「街なか居住と郊外住宅
地の将来像」

・構成団体として参加
第 回マンション管理基礎セミナー 年 月 日（土）
第 回マンション管理基礎セミナー 年 月 日（土）

・後援事業
秋田まち育て塾 年 月 日（土） 秋田県
秋田花まるっ住宅セミナー 年 月 日（土） 秋田県大館
市
秋田花まるっ住宅セミナー 年 月 日（土） 秋田県秋田
市
秋田花まるっ住宅ネットワークフォーラム 年 月 日
（土） 秋田県秋田市
秋田花まるっ住宅セミナー 年 月 日（土） 秋田県横
手市
まちづくり県民フォーラム 年 月 日（金） 秋田県秋田
市

（関東支部）
・シンポジウム

年 月 日（月） 住友不動産麹町ビル 号館 階会議室
「居住環境と犯罪予防─犯罪統計と社会調査データから考える─」

・ワークショップ
年 月 日（日） 京都大学 芝蘭会館（第 回学術講演

会）
「密集再生事業は、何故進まないのか？今後どうすべきか？」（参
加者： 名）

・現地見学会（関東、中・四国、九州支部共催）
年 月 日（金） 日（土）

場所：宇部市、山口市、祝島（参加人数： 名）
年 月 日（金） 宇部市まちづくり現地視察
年 月 日（土） 山口市まちづくり現地視察

・第 回タワーマンション見学会
年 月 日（火） アートヴィレッジ大崎ビュータワー（参

加者： 名）
年 月 日（木） パークシティ豊洲 ららぽーと豊洲（参

加者： 名）
年 月 日（月） 中央区勝どき The Tokyo Towers（参加者

： 名）

・第 回研究交流会
年 月 日（日） 月 日（日） 泊 日 フランス（パ

リ、リヨン、ニース）
（参加者： 名）

・第 回支部連携事業学生論文コンテスト
年 月 日（土） 日本女子大学 百年館低層棟 教室

（発表： 題）

（中部支部）
・講演会

年 月 日（土）名城大学 図書館 階視聴覚室
「まちなか居住と郊外居住─今とこれから─」（参加者： 名）

・ワークショップ
年 月 日（日） 京都大学 芝蘭会館（第 回学術講演

■ お知らせ
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会）
「高齢者向け有料賃貸住宅の現状と課題」（参加者： 名）

・研究交流会
第 回研究交流会

年 月 日（金） 住宅金融公庫 大会議室
テーマ：「高齢者向け有料賃貸住宅の現状と課題─全国調査によ
る民間の多様な取り組み事例の紹介」（参加者： 名）
第 回研究交流会

年 月 日（金） 中部都市整備センター 会議室
テーマ：「犯罪が生じやすい市街地環境について」（参加者：
名）
第 回研究交流会

年 月 日（木） 椙山女学園大学 生活科学部新棟 B
室
「 年たっても美しい街─英国の住宅地のマネジメント」（参加
者： 名）
第 回研究交流会

年 月 日（木）
「地についた計画づくりとは─酒とゴルフと住宅と─」

・見学会
年 月 日（土）

テーマ：「アクアタウン納屋橋見学、変貌著しい名古屋駅周辺の
まち歩き」（参加者： 名）

・支部連携事業学生論文コンテスト（関西・中部・中国 四国共
催）

年 月 日（土） URサポート会議室

（関西支部）
・研究報告会 都市住宅学「登龍門」

年 月 日（土） 大阪市立住まい情報センター
「公」の分野 『 年後の大阪を魅力的にする新しいまちづくり』
「民」の分野 『わが国における市町村合併と地方政府体系の効率
性』
「学」の分野 『人口減少社会と郊外住宅地』

・シンポジウム
年 月 日（土） 大阪市立住まい情報センター

「構造計算書偽装問題を乗り越える、安全安心いえづくりを語り
あおう」

・ワークショップ
年 月 日（日） 京都大学 芝蘭会館（第 回学術講演

会）
「郊外住宅団地再生の第 ステージ─明舞団地アイデアコンペが
示すこと─」（参加者： 名）

・支部連携事業学生論文コンテスト（関西・中部・中国四国支部
連携企画）

年 月 日（土） URサポート 会議室
「第 回 都市・住宅／学生論文コンテスト」

（中国・四国支部）
・講演会

年 月 日（土） 広島工業大学広島校舎 教室
「山と街をつなぐ家づくり『木の香る住宅工房』の取り組み」

年 月 日（土） 広島工業大学広島校舎 教室
「ミャンマー・観光・民族文化」
「ちょっと覗いた途上国の街と人々」

（参加人数： 名）

・シンポジウム（共催）
年 月 日（土） 広島市まちづくり市民交流プラザ

「ひろしま まちづくりフォーラム ─これからのまちづくり
の担い手とは」
（参加人数： 名）

・現地見学会（関東、中・四国、九州支部共催）
年 月 日（金）

場所：宇部市、山口市、祝島（参加人数： 名）

・見学会後のオプショナルツアー
年 月 日（土）

柳井伝建地区視察会（参加人数： 名）
柳井伝建地区資料説明会及び伝建地区設定の苦労話（参加人数：
名）

祝島研究報告会（参加人数： 名）
年 月 日（日）

上関祝島集落視察（参加人数： 名）

・支部連携事業学生論文コンテスト（関西・中部・中国 四国共
催）

年 月 日（土） URサポート会議室（応募者： 名）

・研究活動報告会
年 月 日（金） 広島工業大学広島校舎

発表内容：都市住宅に関する研究、報告、調査、活動紹介等

（九州支部）
・都市住宅報告会

年 月 日（土） 九州大学医学部百年講堂 階会議室（参
加人数： 名）

・都市住宅シンポジウム
年 月 日（金） 九州大学西新プラザ大会議室

「人口減少時代に対応した住まい・まちづくり」（参加人数：
名）

・支部連携事業学生優秀論文賞（学生表彰事業）
応募申込期間： 年 月 日（金） 月 日（月）
応募数 修士論文部門： 編， 卒業論文部門： 編
審査結果 修士論文部門 最優秀賞 編、優秀賞 編

卒業論文部門 優秀学生賞 編

・支部ニュースレターの発行（第 号、第 号）

本部及び各支部による委員会活動の実施
（本部）
・総務企画委員会（ 回開催）
第 回 年 月 日（木）
第 回 年 月 日（木）
第 回 年 月 日（木）
第 回 年 月 日（火）

・学術委員会（ 回開催）
第 回 年 月 日（水）
第 回 年 月 日（水）

・編集委員会（ 回開催）
第 回 年 月 日（金）
第 回 年 月 日（金）
第 回 年 月 日（金）
第 回 年 月 日（金）
第 回 年 月 日（月）

・学会賞委員会（ 回開催）
第 回 年 月 日（木）
第 回 年 月 日（月）
第 回 年 月 日（火）

・業績賞委員会（ 回開催）
第 回 年 月 日（水）
第 回 年 月 日（木）

（東北支部）
・東北支部 常議員会（ 回開催）
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第 回常議員会 年 月 日（火） ：
第 回常議員会 年 月 日（火） ：

（関東支部）
・関東支部 常議員会（ 回開催）
第 回常議員会 年 月 日（水）
第 回常議員会 年 月 日（水）
第 回常議員会 年 月 日（木）
第 回常議員会 年 月 日（木）
第 回常議員会 年 月 日（月）

・中心市街地研究小委員会
宇部市・山口市・柳井市祝島現地見学会 年 月 日（金）

月 日（日）
コンパクトシティ取組事例調査 年 月 日（金）、 日
（水）
中心市街地問題の経済分析 年 月 日（水）のシンポジウ
ムにて報告

・都市型住宅の整備課題小委員会
第 回研究会 年 月 日（水）
「もめごとのタネはまちづくりのタネ」稲垣道子（フェリックス）
第 回研究会 年 月 日（水）
「密集市街地更新における規制」村上美奈子（計画工房）氏

（中部支部）
・中部支部 常議員会（ 回開催）
第 回常議員会 年 月 日（土）
第 回常議員会 年 月 日（月）

・中部支部 幹事会（ 回開催）
第 回幹事会 月 日（月）
第 回幹事会 月 日（金）
第 回幹事会 月 日（金）
第 回幹事会 月 日（土）
第 回幹事会 月 日（木）
第 回幹事会 月 日（土）
第 回幹事会 月 日（木）
第 回幹事会 月 日（月）

（関西支部）
・関西支部 常議員会（ 回開催）
第 回常議員会 年 月 日（水）
第 回常議員会 年 月 日（土）
第 回常議員会 年 月 日（水）
第 回常議員会 年 月 日（水）
第 回常議員会 年 月 日（月）
第 回常議員会 年 月 日（火）
第 回常議員会 年 月 日（水）
第 回常議員会 年 月 日（水）
第 回常議員会 年 月 日（火）

・ 年度全国大会実行委員会 開催 回
・住宅団地のリノベーション研究委員会 開催 回
・都心郊外の共生をめざす大都市居住研究委員会 開催 回

（中国・四国支部）
・中四国支部 常議員会（ 回開催）
第 回常議員会 年 月 日（土）
第 回常議員会 年 月 日（金）

（九州支部）
・九州支部 常議員会（ 回開催）
第 回常議員会 年 月 日（土）
第 回常議員会 年 月 日（金）
第 回常議員会 年 月 日（金）
第 回常議員会 年 月 日（金）

・都市住宅シンポジウム
第 回実行委員会 年 月 日（金）
第 回実行委員会 年 月 日（金）

・支部ニュースレターの発行
支部ニュースレターNo 年 月
支部ニュースレターNo 年 月

調査研究受託について
次の調査研究を受託し実施した。
都市・住宅の展望における新たな市街地整備手法検討調査
土地有効利用事業における地方中枢都市等の将来見通し検討

調査

以上
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年度 収支計算書 ［一般会計］
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年度 収支計算書 ［特別会計］
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正味財産増減計算書
年 月 日から 年 月 日まで

賃借対照表
年 月 日現在



URBAN HOUSING SCIENCES

財 産 目 録
年 月 日現在

年度事業計画（案）について
（ 年 月 日より 年 月 日まで）

総会
（本部）

年度通常総会を開催 月 日（火）
（東北支部）

年度通常総会を開催 月 日（木）
（関東支部）

年度通常総会を開催 月 日（金）
（中部支部）

年度通常総会を開催 月 日（土）
（関西支部）

年度通常総会を開催 月 日（土）
（中国・四国支部）

年度通常総会を開催 月 日（土）
（九州支部）

年度通常総会を開催 月 日（金）

学会誌の発行
学会誌「都市住宅学」を 回発行

年春号（第 号） 年 月 日発行予定
年夏号（第 号） 年 月 日発行予定
年秋号（第 号） 年 月 日発行予定
年冬号（第 号） 年 月 日発行予定

ホームページによる学会活動と学術関連情報の提供拡大

第 回学術講演会の開催
第 回学術講演会を次のとおり開催予定
（１） 日時： 年 月 日（金）、 月 日（土）、 日（日）

（２） 場所：日本女子大学

本部及び各支部によるシンポジウム等の開催
（本部）
・公開市民フォーラム

年 月 日（火） 住宅金融公庫 すまい・るホール
「同潤会アパートメントとその再生」

（東北支部）
・主催セミナー等の開催
・住宅等に関連するイベントの実施
・住宅等に関連するイベントの後援
・上記事業に付随する事業

（関東支部）
・シンポジウム、セミナー、交流研究会等の開催
支部会員の交流を通じ、学際的学術研究分野としての都市住宅学
を構築することを目的として、シンポジウム、セミナー、交流研
究会等を開催する。
・支部連携事業学生論文コンテストの実施

（中部支部）
・シンポジウム、セミナー、交流研究会等の開催
・見学会の開催
・研究交流会等の開催
・住宅市場研究会の実施
（例 ）郊外住宅地研究（継続）、年数回程度
（例 ）賃貸住宅市場研究（新規）、年数回程度
・支部連携事業学生論文コンテストの実施



（関西支部）
・講演会・シンポジウム等の開催 年 回程度
・研究報告会「都市住宅学登竜門」の開催年 回程度
・研究活動の実施と新設研究委員会の設置検討
・「都市住宅学セミナー」の開催 年数回程度
・都市住宅に関する見学会等の開催 年 回程度
・支部連携事業学生論文コンテストの開催 年 回程度

（中国・四国支部）
・講演会
・地域リレー企画
・講演会（学際領域シリーズ）
・見学会
・研究・活動報告会
・支部連携事業・学生論文コンテスト

（九州支部）
・支部ニュース第 号、第 号の発行 年 回程度
・講演会の開催 年 回程度
・支部連携事業学生表彰の実施
・支部ホームページの更新
・見学会、勉強会の開催

本部及び各支部による委員会活動
本学会の事業遂行のため必要な委員会活動を行う。
（本部）
・総務企画委員会（開催予定： 回）
シンポジウム、講演会の企画
ホームページの管理運営
事業の活性化に係る企画

・学術委員会（開催予定： 回）
研究論文審査
学術講演会研究発表論文審査

・編集委員会（開催予定： 回）
機関誌「都市住宅学」 号編集予定

・学会賞委員会（開催予定：本委員会 回）
年都市住宅学会賞（論文賞、論説賞、研究奨励賞等）選考

・業績賞委員会（開催予定：本委員会 回）
年都市住宅学会賞（業績賞）選考

（東北支部）
・常議員会随時開催

（関東支部）
・常議員会 回開催
・研究小委員会の設置等により、学際的学術研究を推進する。

（関西支部）
・常議員会 随時開催

（中国・四国支部）
・常議員会 随時開催
・総務企画委員会 随時開催
・研究委員会 随時開催

（九州支部）
・編集委員会
支部ニュースの発行（年 回程）：特定の地方を取り上げ、都市居
住の課題、住宅政策の策定状況、まちづくり活動状況等について
リポートする。

学会賞の表彰
学会における研究活動を促進し、特に功績の大きい研究、研究者
を顕彰する。

年 月には、論文賞、論説賞、研究奨励賞及び著作賞を授

与する。
年 月には、業績賞を授与する。

学際的研究活動の活性化
学際的研究活動をさらに活性化するために、各支部における会員
増の促進を図るとともに、各支部活動の支援を行う。

関係学会等との連絡等
都市住宅に関する学術的研究の進捗普及を図るため、内外の関係
学会等との連絡及び協力を行う。
本年度も「学術交流に関する覚書」を締結した韓国住居学会との
交流を継続する。

調査研究の受託について
昨年度に引き続き、都市住宅学関連の諸団体からの調査受託を行
い、各調査委員会を設置して調査研究を実施する。

以上
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社団法人 都市住宅学会 ・ 年度編集委員会
敬称略、分野別、 音順

委員長 大村謙二郎 筑波大学大学院システム情報工学研究
科教授

委員 安念 潤司 成蹊大学法科大学院教授
石崎 和志 国土交通省住宅局住環境整備課企画専

門官
伊藤 明子 国土交通省住宅局市街地建築課市街地

住宅整備室長
碓田 智子 大阪教育大学教育学部准教授
久米 良昭 宇都宮共和大学シティライフ学部教授
斎尾 直子 筑波大学大学院システム情報工学研究

科講師
瀬渡 章子 奈良女子大学生活環境学部教授
高見沢 実 横浜国立大学工学研究院社会空間シス

テム学専攻准教授
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田端 和彦 兵庫大学経済情報学部准教授
所 道彦 大阪市立大学生活科学部講師
中西 正彦 東京工業大学大学院社会理工学研究科

助教（新任）
長谷川貴陽史 首都大学東京都市教養学部准教授
山鹿 久木 筑波大学大学院システム情報工学研究

科講師

オブザーバー
東北支部 未定
中部支部 鈴木博志 名城大学理工学部教授
中国四国支部 郡司島宏美 松山東雲短期大学生活デザイン専攻

建築コース准教授（新任）
九州支部 池添 昌幸 九州大学大学院人間環境学研究院助

教

（審査結果）

合格： 題

修正中： 題

不合格： 題

次の方々による査読をいただきました。誠にありがとうござい

ました。 （＊敬称略・ 音順）

饗庭 伸 浅田 義久 浅沼 由紀

荒井 俊且 井出 多加子 石本 徳三郎

稲葉 修 今井 範子 岩田 真一郎

上田 孝行 牛嶋 仁 姥浦 道生

■ 年度研究論文審査について

■ 年度研究論文及び学術講演会発表論文審査
付部門査読者

荏原 明則 大杉 麻美 太田 充

大月 敏雄 大場 民男 大矢根 淳

小賀野 晶一 沖田 富美子 唐渡 広志

河中 俊 木内 望 北山 聡

久米 良昭 倉橋 透 小浦 久子

小林 正美 定行 まり子 志賀 勉

篠崎 正彦 清水 亮 下村 郁夫

周藤 利一 瀬古 美喜 瀬下 博之

高見沢 実 竹井 隆人 武川 正吾

田中 勝 寺尾仁 中川 雅之

中島 明子 花里 俊廣 濱田 学昭

檜谷 美恵子 平田 京子 平山 洋介

藤井 俊二 藤田 忍 森泉 陽子

森反 章夫 山鹿 久木 山口 恵子

吉川 忠寛 頼 あゆみ 若林 敬子

年度 中国 四国支部 役員 会計監査
常議員
支部長 青野 勝広 （松山大学経済学部教授）
副支部長 宮本 茂 （（社）中国地方総合研究センター企画

部長）
片木 克男 （独立行政法人 国立高等専門学校機構

米子工業高等専門学校教授）
中園 眞人 （国立大学法人山口大学工学部教授）
西川 龍也 （福山市立女子短期大学准教授）
廣嶋 清志 （国立大学法人島根大学法文学部教授）
冨士田亮子 （国立大学法人岡山大学教育学部教授）

幹 事 大谷 英人 （高知工科大学工学部社会システム工
学科教授）

幹 事 郡司島宏美 （松山東雲短期大学生活科学科准教授）
幹 事 福田由美子 （広島工業大学工学部准教授）
幹 事 本田 博利 （国立大学法人愛媛大学法文学部教授）
幹 事 間野 博 （公立大学法人県立広島大学保健福祉

学部教授）
幹 事 森保 洋之 （広島工業大学環境学部教授）
会計監査 岩田 幸二 （広島市財政局営繕課施設保全担当課

長）
曲田 清維 （国立大学法人愛媛大学教育学部教授）


